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　まず冒頭に、今般御退任の阿部義広校長先生の長年にわたる御貢献と御
業績に対し敬意と謝意を表するとともに、前田渉新校長先生に今後の御活
躍を祈念しつつ、同窓会への御指導、御支援をよろしくお願い申し上げた
いと思います。阿部先生には、校長御在任中はもちろんのこと、早い時点
から同窓会が大変お世話になったと伺っております。有難うございました。
　前田先生には、これまで既に色々と御指導を頂いておりましたが、あと
残すところ数年となりました百周年に向けての御活躍を是非とも期待いた
したく、御就任にあたり同窓会からもエールを送らせて頂きたいと思いま
す。併せて、新任の山田教頭先生、古梶教務部長先生にも同窓会をよろし
くお願いいたしたいと思います。
　最近、本年の大学入試結果が週刊紙に報道されました。それによると、
浅野が神奈川県の「御三家」の一つに定着しているのが窺えます。勝手な
集計ですが、東大、一橋、東工大の合格者合計は、このところ浅野は栄光
学園を上廻っています。もちろん、大学の入試結果だけではありません。
浅野が、単なる進学校でなく、のびのびした校風のもと、熱心な先生に恵
まれ、クラブ活動との両立がうまく図られているとの評価が併せて定着し
ていることも、誠に喜ばしいことです。
　浅野の100年の歩みは三つの時期に分けられると思います。第１期は旧制
中学の時代、第２期は新制中学になってから昭和の終わり頃までの時期、
第３期は平成になってからの時期です。私は昭和22年入学の新制中学第１
期生になりますが、卒業後も一卒業生として浅野の歩みを見守って参りま
した。特に、平成になってからの浅野の発展は誠に素晴らしいものと実感
しております。
　のびのびとした校風、熱心な先生方の存在、クラブ活動との両立は、浅
野の歴史の中で育

はぐく

まれたものと思います。私の時代でもそうでした。この
貴重な伝統と最近の輝かしい進学校としての位置付けを大切に維持しなが
ら、同時に、新しい時代の要請に対応しつつ次の100年につなげていく、今
や正に、時宜を得た重要なタイミングであると思います。
　最近、浅野では六年制教育の利点を活かした、海外短期研修の機会を設
けるなど、学生の国際的視野の育成に積極的に取組まれており、心強く感
じます。施設の充実も目覚ましく、浅野は、満を持して百周年を迎えるよ
うな気がしてなりません。
　また、この機会に、浅野の歩みをまとめ記録として残すことも意味のあ
ることと思います。学校当局の方で、百年史についての御検討が進んでい
ると伺いました。最近設置された資料室も拝見しました。古いことを知っ
ている方々が少なくなっていく中で、同窓会もその面でお役に立つ出番が
あると思います。情報や資料の収集など、会員の皆様の御協力が得られれ
ば幸いに存じます。
　同窓会としましても、百周年に向けて活動と組織の活性化に努めており
ます。今回、会員の皆様の現況調査を行うこととし、アンケートの葉書を
同封させて頂きましたので、所要事項ご記入のうえご返送頂きたく、今後
はご返送頂いたご連絡先に銅像山通信や総会のご案内などをお送りするこ
とにいたしたいと存じております。お手数をおかけしますが、よろしくお
願い申し上げます。
　また、昨年の同窓会規約の改正をふまえ、現在、幹事の選任などについ
て部内で検討を進めております。今後、年次同窓会、クラブ同窓会との連
携を一層密にし、併せて、若手会員の皆様にも関心を持っていただけるよ
うな同窓会を目指したいと思っておりますので、会員の皆様の御支援、御
協力をよろしくお願い申し上げ、本年のご挨拶に代えさせて頂きます。

百周年を
次の100年につなぐ

浅野学園同窓会会長

中村　順一（30期）

生涯の友を作れる場

浅野中学・高等学校長

前田　　渉（50期）

　４月より浅野中学・高等学校長を拝命しました前田渉と申し
ます。昨年、教頭職を拝命したばかりですので、この急激な変
化に戸惑っているというのが現状です。私は昭和42年４月に浅
野中学校に入学しました。入学式では２代校長神名勉聡先生の
式辞を拝聴しましたが、７月からは３代校長浜野駿吉先生に交
代されました。昭和52年に奉職しますが、翌53年には４代校長
石山延雄先生が就任されました。５代校長山口敬三先生には高
校１年次に化学を習い、６代校長石橋義史先生は、高校３年間
の担任団のお一人、現代文を学びました。豊かな語彙と文学知
識に啓発されました。７代校長淡路雅夫先生には高校３年次に
政治経済を習い、８代校長阿部義広先生には、私が高校３年次、
教育実習の際、１回だけですが現代文演習として島尾敏雄の文
章読解を学んだことを鮮明に覚えています。
　私が浅野中学校を受験したころは、中学入試といっても不合
格となるものはごくわずかという時代でした。夏目漱石の『坊
ちゃん』の世界を髣髴するかのように一部の先生は、極めて印
象的なあだ名がついていました。学生運動のピークが終焉しつ
つある時期で〈先生〉と〈生徒〉の関係にも微妙な緊張感が
漂っていました。世代（generation）の意識が色濃く、同時代

（contemporary）という単語がもてはやされた時代でした。私
にはかれこれ40年以上付き合っている４人の仲間がいます。浅
野高等学校を卒業後は、週に一度の割合で会っていました。私
を含め５人の共通磁場といえば浅野中学・高等学校を卒業した
ことだけで、大学もばらばら、専攻も異なっていました。当時
は同時代の文学に対する意識は今とは比べものにならないほど
強く、文学談義に熱くなったこともありました。還暦を過ぎた
今でも、回数は減りましたが５人の集いはなによりも心地よい
場を提供してくれます。定年がちらつくようになり、それぞれ
子供も親の手から離れようとしているなか、この奇妙な連帯感
は一層魅力的なものになっています。我々５人の関係が特別な
のかもしれませんが、同窓会総会などでお話をうかがう先輩諸
氏の話からも同様の雰囲気を味わうことがあります。
　ここ数年、教育におけるジェンダーという言葉を耳にするこ
とがあります。「男子校の魅力はなにか？」、難しい説明を省い
てしまえば、「12歳から18歳という時期を共有したことから、
生涯の友を作り上げることができる場である。」と答えたいと
思います。浅野中学・高等学校を預かる立場となった今だから
こそ、立派な人材を輩出するだけでなく、生涯の友を見つけら
れる学校であることに誇りを持ちたいと思っています。

ご 挨 拶
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がなされ、45期長峯氏からの監査報告が了承されました。引き続
き27年度事業計画案、27年度予算案がそれぞれ担当委員長より示
され、一同異議なく了承されました。
　引き続き新図書館と新体育館の見学会が有り、そののち会場を
ホテル・キャメロットに移して午後６時30分より48期原親睦委員長
の案内のもと懇親会となり、最後に31期横溝氏が閉会の言葉を述べ、
27年度総会は滞りなく終了の運びとなりました。� （総務委委員会）

　平成27年度浅野学園同窓会総会は、27年６月６日浅野学園講堂
にて午後４時より開催されました。48期齋藤副会長の開会の挨拶、
物故者への黙祷、30期中村会長の御挨拶、46期阿部校長の御挨拶
がありました。総会の議長は49期関野氏が、書記は64期堤氏が選
任され、議事としてまず最初に規約改正について50期前田氏より
改正内容と趣旨説明がなされ了承された。続いて46期中島総務委
員長から平成26年度事業報告、45期涌井財務委員長から決算報告

平成27年度　浅野学園同窓会総会報告

財　務
　無理をすると後が大変なことは、人の体調でも経済で
も同じこと。お隣の大国の、いささか急ぎ過ぎた成長を
あてにして原油先物などの資源価格を押し上げた投機筋
も、その高値を真に受け増産に走ったシェールオイル等
の資源関連企業も、そしてそれら企業が発行する債券や
株式を競って購入した年金などのファンドも、今は皆対
応に苦慮しているようです。ウサギとカメの寓話ではあ
りませんが、たとえ迂遠な道であっても、着実にゴール
に到達できる道を早めに選択することが、肝要ではない
でしょうか。
　足元を見つめ直すと、あと4年で浅野は創立100周年を
迎えます。その日まで確固たる財務基盤を維持拡充し、
100周年には、同窓会として母校に然るべき貢献ができ
るよう、「九転十起」の精神で健全な財務運営を心がけ
たいと思います。	（財務委員会委員長　45期　湧井敏雄）

総　務
　昨年度、学園側の施設も、新体育館・新図書館の完成
を以って、ほぼ充実したと言っても、いいのではないで
しょうか。本当に素晴らしい施設が出来上がった物だと
思います。同窓会としても器機納入等で微力ながら協力
出来たことは本当に喜ばしい限りです。
　同窓会の活動はいろいろありますが、私は総会の参加
者を増やすことが大事だと思います。昨年度は約130名
の参加が有りましたが、かって300名以上集まった事も
あります。何とかして参加者を増やしたいと思います。
　次に文化祭での同窓会の部屋の運営方法等、課題は有
りますが今後共、皆様のご期待に少しでも答えられる様
に頑張りたいと思います。
	 （総務委員会委員長　46期　中島賢司）

親　睦
　大震災から早や五年がたち、未だ復興ならず、被災者の
方々の辛さは想像出来ないほど重く、言葉にすらなりませ
ん。我々浅野学園の同期の仲間が、ほぼ無事で、平和に暮
らしていることに心から感謝です。

な・訳で今年も6月11日土曜日、恒例の『浅野学園総会並
びに懇親会』が開催されます。同窓会親睦委員長を勤めさ
せて頂いております48期の原茂男です。
　昨年の懇親会では教えて頂いた先生方やたくさんのOB
のご参加をいただき、ブラスバンドOBによる演奏や当時
の話で盛り上がり、楽しく会を終えることができました。
私も当時の同級生や先生とお話する事ができ、格別な一日
となりました。
　今年も中村会長のもと、さらに皆さまに喜んでいただけ
る様に、委員会メンバー一同ほとんど無い智恵を絞ってい
るところです。
　これからも何度スベッても最後には笑顔で帰っていただ
くよう『九転十喜』の心でがんばりますので、宜しくお願
い致します。浅野同窓生の皆さまのご参加を心よりお待ち
しております。� （親睦委員会委員長　48期　原　茂男）

広　報
　今年３月で阿部義広先生が校長職を退かれました。阿
部先生は同窓会会報誌立上げから尽力され、広報委員会
では斬新なアイデアを出され、委員会活動を引張って下
さいました。今迄のご指導に感謝いたしますとともに今
後もお力をお貸し頂きたいと思います。
　今年はブラジルのリオ・デ・ジャネイロでオリンピッ
クが開催されます。資金面や施設整備の遅れなど不安も
ありますが、南米大陸初のオリンピックに期待は高まり
ます。そして４年後の2020年には東京での開催となりま
すが、その年は浅野学園100周年の年でもあります。学
校では様々な企画を練られていると思いますが、同窓会
としても準備を進めていきたいと思います。会員皆様の
お持ちの資料やエピソード等をお知らせ下さい。

（広報委員会委員長　48期　佐藤夕祐）

ご意見等、何でも結構ですからお寄せください。
同窓会ホームページ：http://www.douzouyama.com/
Ｅメールアドレス：info@douzouyama.com

総 会 報 告

委員会から

●財　務
45期　湧井　敏雄

※67期　青木　　暁
●総　務
46期　中島　賢司
19期　苅部　吉郎
30期　栗原　　隆
30期　田邊　公男
31期　横溝　　貢
31期　菅野　悦雄
40期　吉澤　瞭一
44期　大平　和美
46期　新井　　康
46期　水野　恭一
49期　関野　保幸
53期　熊澤　真二
65期　西田　慎也

※64期　堤　　敬哉
●親　睦
48期　原　　茂男
20期　大山　豊造
29期　上杉　政勝
36期　菜花　　衛
38期　小池　　典
40期　池田　政弘
42期　小沢　治雄
44期　長井　　勉
48期　高橋　洋一
48期　秋本　義人
48期　片倉　正一
51期　小此木歌蔵
54期　餅田　一男
75期　石垣太三郎

※50期　金子　久雄
※80期　齋藤　琢斗

●広　報
48期　佐藤　夕祐
48期　石土　秀貴
48期　萩原　壽昭
49期　萩原　雅一
55期　富田　悦生
58期　大野　浩光
58期　都築　淳一

※45期　酒井　晴雄
※74期　小林　俊洋
※79期　東海林　薫

（委員名の太字は委
員長、※は在校幹事）  平成27年度　同窓会収支報告  （単位：千円）

（支出の部） （収入の部）

項 　 　 目 金 　 額 項 　 　 目 金 　 額

管 理 事 務 費 1,545  会 費 1,824  

事 業 費 9,436  終 身 会 費 5,789  

積 立 金 2,000  積立金取崩収入 6,000  

予 備 費 0  預 貯 金 利 子 0  

次年度繰越金 1,610  雑 収 入 129  

前年度繰越金 849  

合 　 計 14,591  合 　 計 14,591  

  平成27年度　同窓会役員  
期 役　職 氏　　名
31 名誉会長 石橋　義史
30 会　　長 中村　順一
40 名誉顧問 淡路　雅夫
46 顧　　問 阿部　義広
36 副 会 長 加藤　勇治
45 副 会 長 古川　高夫
48 副 会 長 齊藤　清紀

副 会 長 出井　善次
45 会　　計 湧井　敏雄

会　　計 岩崎　正樹
45 監　　事 長峯　徳積
53 監　　事 広瀬　昌治
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　平成27年度をもって第８代学校長・阿部義広先生が校長職を勇退され、前田渉教頭先生が第９代学校
長に就任されました。前田新校長先生を中心として、同窓会でも今後も学園の発展のために努めていきた
いと思います。また、前校長の阿部先生は長年にわたり同窓会の運営にも尽力されてきました。今回の特
集では、阿部先生が学校長に着任されてからの学園の歴史と、学園の将来を見据えて先生が企画されてき
た様々な事業についてまとめてみたいと思います。

６年間の学園の歩み

100 周年に向けて 〜現在の学園の試み〜

スタンフォード大学での研修

第９代学校長に前田渉先生が就任

＜前田渉先生　御略歴＞
1973（昭和48）年　浅野高等学校卒業
1977（昭和52）年　上智大学文学部英文学科卒業
1977（昭和52）年　浅野中学・高等学校英語科教諭として着任
2015（平成27）年　教頭に就任
2016（平成28）年　第９代学校長に就任

①グローバル化に対応したカリキュラムの推進
　世界を舞台に活躍できるリーダーを育成するために、学園では多様なカリ
キュラムが用意されていますが、近年ではスタンフォード大学およびオック
スフォード大学への短期留学、エンパワーメントプログラム（米国トップ大
学の学生を招き、グローバルな課題に関する議論・発表を行う特別プログラム）
など、グローバル化の進む社会情勢にも対応できる新たなカリキュラムの構
築にも力を入れています。

②多様性を大切にする授業の推進
　好奇心溢れる浅野生に対して、より高度でアカデミックな学問を伝えたい、
という有志の教員が「教養講座」を開講しています。また、通常授業でも従
来の価値観にとらわれない新しい授業が展開され、中学３年の歴史の授業で
は「模擬国連」が行われました。

＜阿部義広先生　御略歴＞
1969（昭和44）年　浅野高等学校卒業
1973（昭和48）年　上智大学文学部国文学科卒業
1973（昭和48）年　‌�浅野中学・高等学校国語科教諭

として着任
2002（平成14）年　教頭に就任
2010（平成22）年　第８代学校長に就任
2016（平成28）年　退職

2010（平成22）年	 阿部義広先生　第８代学校長に就任
2013（平成25）年	 清話書林（図書館）竣工
	 グローバル推進委員会発足
2014（平成26）年	 打越アリーナ（体育館）竣工
	 第１回Youth Leadership in Stanford
	 同窓会室設置
2015（平成27）年	 第２回Youth Leadership in Stanford
	 エンパワーメントプログラム開始（翌年も継続）
2016（平成28）年	 第３回Youth Leadership in Stanford
	 オックスフォード研修開始
	 阿部義広先生　退任

卒業式での阿部前校長先生（３月10日）

入学式での前田校長先生（４月７日）
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《31期同期会の報告》
　31期生同期会が５月12日（火）に32名が出席して崎陽
軒本店で開催された。記念撮影、故人となられた恩師及
び同期生へ黙祷を捧げた後、会は盛況裡に進行、次から
次へと懐古談に花が咲いた。そのなかの一つ、校歌の謎
についての話題を記す。
　わが年代は校歌の作者高野辰之の歌を唱って成長した。
小学一年「日の丸」、二年「春が来た」、三年「もみぢ」、四
年「春の小川」、五年「おぼろ月夜」、六年「ふるさと」そ
して浅野生は校歌で中学、高校現在に至る迄高野辰之の歌
を愛唱している。この大先生と校歌誕生の謎？浅野総一郎

《45期同期会の報告》
　45期（昭和43年卒）の同期会は、平成27年11月14日（土）参加53
名を得、母校近くのJR新子安東口の「きしや」で開催しました。私
たち同期は卒後ほぼ５年を周期にして開催しています。還暦を迎え
た年と一昨年の同期会はまだ多くの同期生が就業中でした。しかし
これからは仕事を離れる同期も増えて来ることを思い、短い周期で
の開催を考えました。毎年開催することでどのくらいの人数が集ま
るのか不明なものの、結果的には45名と減少しました。しかしなが
ら健康が心配な仲間も増えてくるということも考え、毎年同じ時期・
場所に集まることで会える機会を増やそうと考えています。また今
回からメールを利用してハガキと並行して連絡を取りました。これ
からの費用削減とスピードに有効と考えたからです。その甲斐あっ
てか連絡も密になったように感じます。開催時の話し足りなかった
仲間との連絡もメールによりスムーズになり、広がりを感じていま
す。何はともあれ楽しい時間を過ごすことができ、出席者にも喜ん
でもらい、幹事一同「次回もまたやろう！」と結束を固めました。
� （45期同期会幹事　葛野　修）

《74期同期会の報告》
　74期（1997年３月卒青バッジ）では毎年12月に有志での同期会を開
催しています。幹事の皆さんの努力で毎年少しずつ参加者が増えてき
ています。詳細はFacebookの「浅野1997卒集まれ」というグループ
で紹介されていますので、ぜひ参加してください。Facebookを利用
していない方も、「toshihiro@asano.ed.jp」までお気軽にご連絡くださ
い。� （74期　小林俊洋）

中学３年の模擬国連の授業風景

74期同期会の様子

45期同期会の様子

③グラウンドの人工芝化・史料室の設置
　現在、グラウンドを人工芝化する計画が進んでいます。８月末に完成の予
定です。また、打越アリーナの竣工に合わせて、同窓会室も設置されました。
現在、各委員会の会合などに利用されています（広報委員会では『銅像山通信』
の編集委員会の際に利用しています）。さらに、中学棟１階に、学園の歴史を
まとめた貴重な史料を収集・整理した史料室を準備しています。

④同窓会の活性化
　中村同窓会長のもと、同窓会の活性化にも新しい動きを始めています。同
期会などの催しを活性化し、それらと連携しながら世代を超えて縦のつなが
りを深めていくことを当面の目標としています。

翁の学園に対する並々ならぬ愛と期待を推察する。会はこ
の思いを込めて校歌斉唱、三本締めで定刻に終了。全員パ
ワーアップ間違いなし。次回元気で再会を約して散会した。

［出席者氏名］遠藤尚男、小澤清寿、菅野悦雄、河野公彦、
林俊一、星野昭、小賀田一三、中西正義、中村武司、中
村吉員、山下章、安部光弘、金岡幸治、金城貢、北村光
二、小泉達郎、杉山嘉男、富安重弘、中島康博、中西英
信、新田肇、山田豊、横溝貢、綾井滋、犬竹正明、内田勉、
川田育男、木村敏明、小寺利夫、瀬古洋、本荘正治、天
野明� （31期同窓会幹事　菅野　記）
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平成27（2015）年度　浅野中・高等学校各クラブの参加状況と活動実績
ク ラ ブ 名 顧 問 名 部員数 主な活動実績

アーチェリー部 松岡　押田　小西 60人 校内大会／横浜市夏季大会　30ｍの部　準優勝　桜井涼／神奈川県キャデット大会　30ｍの部　準優勝　桜井涼／横浜市秋季大会　30ｍの部　優勝　桜井涼／横
浜市冬季大会　30ｍの部　準優勝　藤田和也、第３位　増山龍星

アメリカンフット
ボール部

沼沢　森隆　稲葉　
麻生裕

25人 中学（中学アメリカンフットボール部は合同チームとして「TBU TIGERS」へ参加）：関東中学生アメリカンフットボール選手権　リーグ戦　１勝１敗、３位決定戦／
関東中学生アメリカンフットボール選手権　３位

高校：春季大会　Ｅブロック　３位／秋季大会　１回戦敗退／新人大会　Ａブロック１位

剣　道　部 前川　原田　麻生徹
渡邉

39人 中学：神奈川区中学校剣道大会　団体　準優勝、個人　準優勝　岡田大河／横浜第１ブロック中学校剣道大会　団体　第４位、個人　ベスト８　岡田大河／横浜市
中学校剣道大会　団体　ベスト16／神奈川県中学校剣道大会　団体　３回戦進出／神奈川県私立中学校剣道大会　団体　準優勝

高校：関東高等学校剣道大会神奈川県予選　団体　ベスト32／全国高等学校総合体育大会剣道競技神奈川県予選　団体　ベスト32／横浜地区高等学校剣道大会　
個人　準優勝　関口萌杜／神奈川県高等学校剣道新人戦大会　団体　２回戦敗退、個人525名出場　ベスト32　石川将平、ベスト64　関口萌杜・千葉暁／東
京大学高校剣道招待試合　団体　３位

サッカー部 永山　木村　森智　
石伊　近藤祐

117人 中学：
（現高１メイン）：第６回首都圏私立中学校チャンピオンズカップサッカー大会（12～１月）　予選リーグ　Ｄブロック１位、決勝トーナメント　準々決勝敗退・ベスト８等
高校：平成26年度神奈川県高等学校サッカー新人大会横浜地区予選（10～ 11月）　予選リーグ　Ｈグループ１位、決勝トーナメント　２回戦敗退／第58回関東高校サッ

カー大会神奈川県予選（４月）　１次予選　Ｄブロック２回戦敗退／第53回全国高等学校総合体育大会サッカー大会神奈川県予選（５月）　１次予選　Ｊブロッ
ク準決勝敗退／第７回高円宮杯神奈川県U-18サッカーリーグ３部リーグ（６～ 10月）　Ａチーム　Ｊグループ１位、２部リーグ昇格戦（12月）進出、Ｂチーム　
Ｆグループ６位／平成27年度神奈川県高等学校サッカー新人大会横浜地区予選（11月）　予選リーグ　Ｋグループ１位、決勝トーナメント（１月）進出

柔　道　部 平山　橋本翔　工藤 38人 中学：第26回日神杯横浜市柔道選手権大会　中学２年生の部　準優勝　近藤佑亮、敢闘賞　成田雷賢
高校：／８月　一橋大学争奪柔道大会　団体戦　準優勝／９月　横浜市高等学校新人柔道大会　団体戦二部　３位、無段の部　66kg級　準優勝　青木陽太／９月

　第26回日神杯横浜市柔道選手権大会　一般無段の部　準優勝　青木陽太

水　泳　部 愛甲　圡門　河田 50人 中学：７月26日　横浜市民大会（横浜国際プール）　出場／８月21日　神奈川県私立中学校水泳競技大会（横浜国際プール）　出場
高校：６月19～ 21日　神奈川県総合体育大会兼関東高等学校水泳競技大会神奈川県予選会（相模原グリーンプール）　出場／７月27日　横浜市民大会（横浜国際プー

ル）　出場／８月29・30日　神奈川県高等学校水泳競技大会（横浜国際プール）　出場／８月31日　横浜地区大会（横浜国際プール）　出場

卓　球　部 奥野　越智　永浦 73人 中学：平成27年度神奈川区中学校卓球大会　中学１年の部　優勝　井上旭、３位　冨川駿平、５位　佐藤巧望・臼杵真・河野明道、新人の
部　５位　小島悠介

高校：平成27年度関東高等学校卓球大会神奈川県予選出場　団体戦　１回戦敗退／平成27年度神奈川県高等学校卓球新人大会　団体戦　
４回戦敗退・ベスト32、個人戦　３回戦敗退　髙橋宙矢（２年）、１回戦敗退　石原知樹（１年）

テニス部 灘山　金子　佐藤亮
河野　堀井

113人 中学：神奈川県中学校新人テニス大会　個人戦ダブルス　ベスト32　安居優作・渡邉一帆、シングルス　ベスト64　渡辺一帆・松本怜・雨宮健人、団体戦　３回戦
／横浜地区中学校新人テニス大会　団体戦　準優勝

高校：横浜ジュニアテニス2015　高校生の部　ベスト16　藤田大／横浜地区高等学校テニストーナメント　３回戦／神奈川県高等学校テニス大会　個人戦ダブルス　
ベスト64　岡本和樹・本郷雅喜、団体戦　ベスト16／横浜地区高等学校テニスリーグ　２部リーグ　優勝／神奈川県高等学校新人テニス大会　団体戦　２回戦

登　山　部 比留間　大塚重　近
藤正

30人 10月２～４日　第59回関東高等学校登山大会（群馬県武尊山系）出場　小泉輝明・江下太星（１年）

バスケットボール部 堤　更田　大塚剛　
小林　杉浦

30人 高校：平成26年度横浜市高等学校バスケットボール選手権兼平成26年度横浜市民大会バスケットボール競技（高等学校の部）2014年度 YOKOHAMA CUP　１次トー
ナメント敗退／第69回関東高等学校バスケットボール選手権大会神奈川県予選会兼平成27年度神奈川県高等学校春季バスケットボール大会　県予選２回戦進
出／第53回神奈川県高等学校総合体育大会バスケットボール競技兼平成27年度全国高等学校総合体育大会バスケットボール競技神奈川県予選兼第68回全国
高等学校総合体育大会バスケットボール選手権大会神奈川県予選　地区予選１回戦敗退／平成27年度横浜地区高等学校バスケットボール大会　ブロック準優
勝／平成27年度神奈川県高等学校バスケットボール新人大会（11月８日の時点で）　支部予選３回戦進出

バドミントン部 山崎　安井　芳賀　
石田

55人 中学：10月　神奈川区中学校秋季バドミントン大会　団体戦　準優勝、個人戦シングルス　２位　土屋翔太郎／ 11月　神奈川県私立中学校バドミントン大会　第３
位／ 11月　神奈川区中学校冬季バドミントン大会　個人戦シングルス　２位　土屋翔太郎

高校：１月　横浜地区冬季バドミントン大会　出場／４月　関東高等学校バドミントン大会神奈川県横浜北地区予選　出場／５月　全国高等学校総合体育大会バド
ミントン大会神奈川県予選　出場／７月　神奈川県私立高等学校バドミントン大会　出場／８月　横浜地区夏季バドミントン大会　出場／９月　神奈川県高
等学校バドミントン新人大会　出場

バレーボール部 里見　中村　伊藤幸 47人 高校：神奈川県新人大会横浜地区予選　出場／神奈川県新人大会　出場／横浜市民大会　出場／関東大会神奈川県予選横浜地区予選　出場／関東大会神奈川県予
選　出場／インターハイ予選　出場／横浜地区夏季大会　出場／横浜市内高校選手権　出場／横浜地区秋季大会　出場決定

ハンドボール部 山田　青木　吉澤　
徳山

118人 中学：県選手権大会（１月10日～２月７日　西湘地区体育センターほか）　３回戦敗退／神奈川県私立中学校選手権大会（２月15日　横浜国際プール）　予選Ｂリーグ
　５位／県春季選手権大会（４月18日～５月３日　共和中学校ほか）　２回戦敗退／横浜市中学校総合体育大会（７月11～ 25日　平沼記念体育館ほか）　５位
／県中学校総合体育大会（７月28日～８月１日　スカイアリーナ座間ほか）　ベスト８／横浜市秋季大会（９月19日～ 10月17日　平沼記念体育館ほか）　３位／
春の全国中学大会県予選（11月22～ 23日　西湘地区体育センター）　ベスト４／第32回読売旗争奪中学生大会（12月26～ 30日　中央大学第一体育館ほか）　
予選Ｌリーグ　敗退

高校：全国選抜県２次予選（１月７～ 12日　県立体育センターほか）　県ベスト８／関東大会県予選（４月12日～５月３日　県内高校）　県ベスト８／全国総体県予選
（５月17日～６月21日　県内高校・西湘地区体育センター）　県ベスト８／横浜市民大会（７月19～ 21日　県立希望ヶ丘高校・横浜創英高校）　ベスト４　浅野Ａ、
予選敗退　浅野Ｂ／長浜ドーム大会（８月10～13日　長浜ドーム）　参加34チーム中５位　浅野Ａ、25位　浅野Ｂ／横浜地区秋季大会（９月12～20日　市内高校）
　市４位／県新人大会（10月25日～ 11月21日　県内高校）　県ベスト８

ボクシング部 永岡　庄子　大川 19人 中学：関東アンダージュニア大会（11月28～ 29日　群馬県総合スポーツセンター）　57kg級　１回戦　吉見武久（３年）、63kg級　第２位　松村和弥（３年）等
高校：関東大会（６月６～８日　緑が丘スポーツ公園＜山梨県＞）　ライト級　１回戦　鈴木一真（３年）／全国大会県予選（６月13日、14日、20日、21日　県立体育

センター）　フライ級　優勝　田島義基（１年　全国大会出場権獲得）／全国大会（７月29日～８月３日　兵庫県立総合体育館）　フライ級　１回戦　田島義基（１
年）／新人大会（11月１日　茅ヶ崎市総合体育館、７日、８日　県立体育センター、15日　浅野高等学校）　ライト級　第２位　倉地澄人（１年　関東選抜大
会出場権獲得）、第３位　田中雄也（２年）

野　球　部 齋藤　岩崎　宮坂　
関谷　吉田

77人 中学：神奈川区中学校春季野球大会　優勝／神奈川区中学校夏季野球大会　優勝／横浜市中学校夏季野球大会　５位／神奈川区中学校秋季野球大会　優勝／横浜
市中学校秋季野球大会　ベスト24

高校：神奈川県高等学校野球春季大会神奈川県大会　２回戦敗退／第97回全国高等学校野球選手権大会神奈川県予選　１回戦敗退／神奈川県高等学校野球秋季大
会横浜地区予選　Ｊブロック敗退

ラグビー部 佐藤崇　煙山　伊藤
正　伊勢

25人 中学：春季県大会　出場／秋季県大会　出場
高校：横浜市民大会７人制大会　２年生の部　優勝

陸上競技部 石井　小笠原　東海
林　星野　阿部泰

42人 高校：全国高校総体陸上競技大会　三段跳び　大橋尚悟（２年）／高等学校新人陸上競技大会　走幅跳び　川村創士（１年）、三段跳び　大橋尚悟（２年）・森下遥風（２
年）・星野祐輝（１年）　※以上全て県大会出場

演　劇　部 稲葉　比留間　阿部
泰

13人 第23回横浜ジュニア演劇ワークショップ＆コンテスト　審査員特別賞／第28回横浜市高等学校春季演劇発表会　最優秀賞／第22回神奈川県私立高等学校演劇
発表会　優秀賞・アート賞＆俳優賞　重田剛志／第11回神奈川県私立中学校演劇コンクール　最優秀賞（28年度の県創作大会へ進出）／第11回神奈川県中学
校創作劇発表会　県中文連演劇専門部会長賞／第52回横浜市高等学校演劇発表会（第54回神奈川県高等学校演劇発表会横浜大会）地区大会　優秀賞

化　学　部 本多　更田　徳山 22人 定期的な活動　火・木・土／活動内容　化学実験及び研究結果の報告プレゼン・化学の講習会及び確認試験・文化祭展示（展示アミューズメント部門１位）
及び実験体験／発行物　部誌アボガドロ・文化祭用研究・実験パンフ／化学グランプリ　銅賞　鈴木啓朗

棋道部 柏崎　持丸　石田　
吉田

36人 〈将棋〉
中学：文部科学大臣杯第11回中学校将棋団体戦　神奈川県予選　優勝（糸田昂平〈１年〉・高橋謙介〈２年〉・川端雄二〈１年〉）、東日本大会　出場（糸田昂平・高橋

謙介・川端雄二）
高校：平成26年度かながわ部活ドリーム大賞文化賞受賞　浅野高校棋道部／第51回全国高等学校将棋選手権大会兼第39回全国高等学校総合文化祭将棋部門　神奈

川県予選　団体戦優勝（立野時康〈２年〉・津田英俊〈２年〉・一方井遼佑〈２年〉、全国大会　団体戦第５位（立野時康・津田英俊・一方井遼佑）、神奈川県
個人戦　Ｂ級第３位　田添智大（２年）等

〈囲碁〉
中学：文部科学大臣杯第12回中学校囲碁団体戦　神奈川県予選　準優勝（武田征史〈３年〉・木津大樹〈３年〉・金指怜〈３年〉）、全国大会出場（武田征史・木津大樹・金指怜）

J R C 部 大塚重　伊勢 6人 ペットボトルキャップ・プルタブ・使用済み切手・ベルマーク回収分別／台風18号被災地募金

ジャグリング部 伊藤正　麻生裕 15人 全国高校生ジャグリング大会　同率５位　石野耀久・坂井俊介／神奈川県男子校フェア出演／神奈川県私学展出演

吹奏楽部 曽我　松岡　宮坂　
星野

49人 １月25日　浅野・栄光ジョイントコンサート／４月29日　第47回定期演奏会／７月28日　第16回横浜吹奏楽コンクール　銀賞／９月12・13日　文化祭特別演
奏会／ 11月８日　第16回横浜アンサンブルコンテスト　銅賞

生　物　部 吉澤　大塚剛 43人 火・木・土の定期的な活動／静岡県浜松合宿（８月18～ 20日）／校外活動（採集活動・施設見学）／年２回　部誌の発行

地　学　部 廣瀬　近藤祐 23人 2014年12月　多摩川巡検　JAXA相模原宇宙センター見学／ 2015年５月　火薬ロケット開発構想開始／７月　徹夜観測・部活動見学体験会・ミネラルフェ
ア／８月　合宿清里高原　１泊２日・気象庁見学・国立科学博物館見学／９月　文化祭・火薬ロケット実験開始／ 10月　徹夜観測／発行物　部誌ホルスト・
パンフレット・スタンプラリー

鉄道研究部 原田　堤　工藤 43人 第７回全国高等学校鉄道模型コンテスト　モジュール部門　ベストオブリアリティー賞／第27回神奈川高等学校総合文化祭　自由研究発表　私立中学高等学
校協会理事長賞　伊藤理愛（１年）「首都・東京にてLRTを！」、専門部会長奨励賞　同免木航太（１年）「豊往線の必要性」・野澤陽太（１年）「北陸新幹線
の今後」、ジオラマコンテスト　専門部会賞　藤野真士（２年）「樽沢トンネル」　専門部会長奨励賞　高田陽一郎（２年）「サンダバ」

美　術　部 河田　永浦 8人 今年度は、部活動見学体験会と文化祭にて各部員の制作活動による成果を展示発表しました。また、今年度新たに設置された本館３階ギャラリースペースで
の展示作業に協力しました。

物　理　部 安部　小西　庄子 69人 活動日：火・木・土／主に文化祭における展示に参加／年１回部誌の発行

歴史研究部 麻生徹　近藤　渡邉 17人 文化祭展示「奥州藤原氏」／夏合宿（中尊寺金色堂・毛越寺・多賀城跡・肝沢城跡など）／巡検　２月　東京（皇居周辺、靖国神社など）　５月　八王子（八
王子城跡、武蔵野陵など）　７月　小田原（小田原城、二宮尊徳記念館など）　11月　埼玉（稲荷山古墳を始めとする埼玉古墳群、忍城、東京国立博物館の特
別展「始皇帝と大兵馬俑」）／読書会　３学期　五味文彦『源義経』（岩波新書、2004年）　１学期　斉藤利男『平泉　北方王国の夢』（講談社、2014年）　夏
休み　五味文彦・本郷和人編『現代語訳吾妻鏡４　奥州合戦』（吉川弘文館、2008年）　２学期　細谷雄一『歴史認識とは何か　日露戦争からアジア太平洋戦
争まで』（新潮選書、2015年）／第14回城の自由研究コンテスト　多賀城の模型と研究レポートを応募→佳作入賞
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No. １ 同窓会年度会費（2,000円）納入の
お願い

◇�本年4月にお届けした「総会案内」に振替用紙を同封して
います。

注 意 ……�ただし、72期〜92期（平成７年３月卒〜平成27年３月
卒）の会員は在学中毎月同窓会費をいただいておりま
したので、年度会費は納入されなくて結構です。

No.2（学校より）

打 越 祭  第１部文化祭…９月10日（土）・11日（日）
 第２部体育祭…９月20日（火）

	   （雨天時は翌週以降に順延）

入試説明会  10月８日（土）・15日（土）・
　　 17日（月）・18日（火）

※詳細は学校にお問い合せください。

◆◆ 編集後記 ◆◆
　昨年、作家の野坂昭如が亡くなった。作家、作詞家、政治家、
タレントと非常に多才な方でしたが、歌手としての魅力もありま
した。学生時代愛聴したレコードに「春歌」がいくつか入ってい
ました。春の歌ではなく、猥褻な歌の方です。数え歌風の単純な
リフレインが多く、酒の席で大勢で歌うとき、一人しみじみと歌
うこともあります。公然と歌うには憚られる内容ですが、ただ猥
褻なだけではなく、どこか可笑しく哀愁も感じます。野坂昭如も
そんな気持ちで歌っていたのでしょう。氏の盟友、大島渚に「日
本春歌考」という映画もありましたが、今の学生は、はたして「春
歌」を歌うのでしょうか。� 広報委員長（48期）佐藤夕祐

表紙絵　結城修先生（芸術科）

ご挨拶

同窓会の報告

掲 示 板

同窓会総会・懇親会のお知らせ
６月11日（土）にホテルキャメロット・ジャパンにお
いて同窓会総会・懇親会が行われます。スケジュール
は以下の通りです。
　17：00　総会（５階　ジュビリーⅠ）
　18：00　懇親会（５階　ジュビリーⅡ）

　同窓会会員の皆様、こんにちは。
　平成28年４月１日をもって同窓会副会長を仰せつかりました、山
田啓太です。
　私は昭和59年（1984年）ロスアンゼルスオリンピックでカールル
イス選手が活躍した年に、浅野学園保健体育科教諭として赴任しま
した。
　当時の本館はじめ記念館、Ａ棟、Ｂ棟、中学校舎、理科館、小講堂、
体育館や部室に至るまで、建物は何一つ残っておりません。銅像山
はその姿を留めている一方で、今年度中にグラウンドも全面人工芝
化されることになりました。
　このように、生徒諸君を取り巻く環境は大きく変わっていますが、
私が奉職して以来中学高校一貫校であること、男子校であること、
進学校であることという「人間を育てる基本構造」は変わることなく、
しっかりと継承してきたものと思います。

就任のご挨拶

浅野学園同窓会副会長

山田　啓太

　私自身は公立高校出身で、同窓会は名ばかりになっています。何
より卒業して数年もすると恩師たる先生が異動で母校から離れてし
まいます。そういう意味で浅野学園が、皆さんにとっていつでも帰っ
てこられる場所であることを、とても羨ましく感じていました。
　昨年のことですが、私が勤め始めた１年目に高校２年生だった卒
業生が、娘さんを連れて学校を訪ねてくれました。約30年ぶりに会っ
たのですが、当時の面影がありありと残っていましたので、名前も
フルネームですぐに思い出すことができました。当時の想い出話を、
あたたかい気持ちのまま出来たことが印象に残っています。今回、
このような浅野学園同窓会のお手伝いが出来ることをうれしく思い
ます。中村会長、加藤・古川・齋藤副会長はじめ同窓会の皆様のお
話をよく聞いて、手と足をよく動かして協力してまいります。
　2020年、東京オリンピックの年に浅野学園は100周年を迎えます。
その節目に行う記念行事などについて検討が始まっています。さら
にnext100という言葉を使って「今までの100年に加えて、これから
の100年」も見据えた学校づくりを進めています。こうした流れの中
で、同窓会の重要性はますます増大するものと考えています。
　最後に同日をもって教頭職も拝命いたしました。在校生諸君が持っ
ている力を存分に発揮できるよう、各先生方が直接生徒諸君に関わ
れる時間を確保できるよう、サポートしていこうと考えています。
微力であることは自覚しておりますが、労を惜しまずに進めていく
ことはお約束したいと思います。これからもご支援、ご鞭撻いただ
けますようお願いいたします。

同窓会室利用について
　同窓会室は当面、委員会活動や同期会の打ち
合わせにご利用下さい。
　申し込みは各委員会の在職の先生にお願いし
ます。
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〈平成27年度（2015年3月）　大学合格者の学部および現役・既卒別内訳〉 平成28年４月７日現在 

国公立大学 (※ は公立大学 ) 私立大学
大 学 名 学 部 名 現 役 既 卒 合 計 大 学 名 学部名 現 役 既 卒 合 計 大 学 名 学部名 現 役 既 卒 合 計
北 海 道 文 0 1 1 慶 應 義 塾 法 5 1 6 成 城 経済 1 0 1

総合入試理系 1 0 1 経済 38 10 48 成 蹊 法 0 1 1
工 1 0 1 商 28 13 41 専 修 法 2 2 4
農 2 0 2 文 2 5 7 経済 0 1 1

計 4 1 5 理工 37 6 43 経営 1 0 1
東 北 経済 0 2 2 医 1 0 1 計 3 3 6

理 1 0 1 薬 4 1 5 日 本 法 3 3 6
医 0 1 1 総合政策 1 0 1 経済 4 1 5

計 1 3 4 環境情報 1 1 2 商 4 1 5
筑 波 社会・国際 1 0 1 計 117 37 154 文理 0 1 1

医 1 0 1 早 稲 田 政治経済 28 4 32 生物資源科学 0 2 2
計 2 0 2 法 7 6 13 医 1 1 2

宇 都 宮 工 1 0 1 商 15 7 22 計 12 9 21
群 馬 医 0 2 2 教育 1 6 7 東 洋 文 0 2 2
埼 玉 工 1 0 1 文 2 1 3 駒 澤 経営 1 0 1
千 葉 工 0 1 1 文化構想 4 8 12 東 海 文 1 0 1

薬 1 0 1 国際教養 1 0 1 医 1 1 2
医 0 1 1 社会科学 6 6 12 計 2 1 3

計 1 2 3 基幹理工 17 4 21 芝 浦 工 業 工 1 2 3
東 京 文科一類 5 1 6 創造理工 8 4 12 システム理工 2 0 2

文科二類 7 1 8 先進理工 16 2 18 デザイン工 1 0 1
文科三類 5 1 6 人間科学 0 1 1 計 4 2 6
理科一類 5 1 6 スポーツ科学 0 1 1 國 学 院 経済 1 0 1
理科二類 3 1 4 計 105 50 155 文 1 0 1

計 25 5 30 上 智 外国語 0 2 2 計 2 0 2
東 京 工 業 第１類 3 0 3 法 1 5 6 東 京 都 市 工 0 1 1

第２類 0 2 2 経済 5 3 8 東 京 工 科 メディア 4 0 4
第３類 5 0 5 総合人間科学 0 1 1 東 京 電 機 工 0 1 1
第４類 3 1 4 理工 9 1 10 理工 1 0 1
第５類 8 1 9 計 15 12 27 未来科学 1 0 1
第７類 4 1 5 東 京 理 科 理 5 2 7 計 2 1 3

計 23 5 28 工 15 7 22 東 京 農 業 農 2 0 2
一 橋 法 2 1 3 理工 41 11 52 多 摩 美 術 美術 2 0 2

経済 6 3 9 基礎工 1 2 3 神 奈 川 法 2 2 4
商 7 2 9 薬 4 2 6 経済 1 2 3

社会 1 1 2 経営 5 2 7 工 2 1 3
計 16 7 23 計 71 26 97 理 1 0 1

東 京 農 工 工 1 1 2 立 教 文 1 0 1 計 6 5 11
東 京 海 洋 海洋科学 0 1 1 法 2 2 4 同 志 社 経済 0 2 2
電 気 通 信 情報理工 1 0 1 経済 2 1 3 立 命 館 経済 1 0 1
横 浜 国 立 教育人間科学 1 0 1 計 5 3 8 文 0 1 1

経済 2 0 2 中 央 法 10 7 17 理工 0 1 1
経営 1 1 2 経済 3 2 5 計 1 2 3
理工 9 1 10 商（フレックス） 3 0 3 立命館アジア太平洋 国際経営 1 0 1

計 13 2 15 理工 4 2 6 北 里 薬 2 0 2
※横浜市立 医 2 1 3 計 20 11 31 獣医 1 0 1
新 潟 医 0 1 1 明 治 政治経済 25 12 37 医 2 0 2
富 山 医 0 1 1 法 6 7 13 計 5 0 5
金 沢 人間社会 0 1 1 商 6 1 7 東 邦 理 1 0 1

理工 0 1 1 文 0 1 1 医 3 1 4
計 0 2 2 経営 8 6 14 計 4 1 5

福 井 医 0 1 1 情報コミュニケーション 1 6 7 岩 手 医 科 医 1 0 1
浜 松 医 科 医 2 0 2 理工 5 4 9 東北医科薬科 医 0 2 2
名 古 屋 工 1 1 2 農 1 2 3 東京慈恵会医科 医 5 1 6
京 都 経済 0 1 1 計 52 39 91 杏 林 医 0 1 1

農 1 0 1 青 山 学 院 法 2 1 3 埼 玉 医 科 医 2 0 2
医（人間健康） 0 1 1 国際政治経済 2 0 2 順 天 堂 医 4 1 5

計 1 2 3 経済 1 1 2 昭 和 医 6 2 8
※京都府立医科 医 1 0 1 経営 0 1 1 日 本 医 科 医 2 1 3
神 戸 理 0 1 1 文 1 0 1 日本獣医生命 獣医 1 0 1
広 島 工 0 1 1 理工 3 1 4 星 薬 科 薬 1 0 1

計 9 4 13
法 政 法 0 4 4

経済 3 0 3
経営 0 2 2
理工 1 0 1

デザイン工 2 0 2
計 6 6 12

明 治 学 院 法 0 1 1
経済 4 1 5

計 4 2 6
学 習 院 経済 2 2 4

現 役 既 卒 合 計
国公立大学 前期 79 33 112

中期 0 0 0
後期 14 5 19
公募推薦 2 0 2
ＡＯ 1 2 3
計

(医学部医学科)
96
(6)

40
(8)

136
(14)

準 大 学 1 0 1
私 立 大 学 480 229 709

全大学合計 577 269 846

準大学 ( 文科省管轄外の学校 )
大 学 校 名 学 部 名 現 役 既 卒 合 計
水産大学校 水産 1 0 1

海　外
大 学 名 国 名 現 役 既 卒 合 計
ミドルベリー等 （アメリカ） 3 0 3


